
第１号様式                 主要事業の進行状況報告書          令和元年９月 30日 

３ 水道局 広報・広聴施策の推進 

事
業
概
要 

ホームページ、Twitter、Instagram 等の各種広報媒体により広く情報を届けるとと

もに、水道なんでも相談などの地域広報や水道ふれあい月間行事等によりお客さまと直

接触れ合う交流を行っている。 

 また、水道についての理解を深めてもらうため、主に小学４年生等を対象に訪問授業

を展開する水道キャラバンを行っている。 

さらに、お客さまセンター等に寄せられたお客さまの声をデータベースとして蓄積・

分析し、サービス向上や業務改善の観点から検討の上、施策に反映させている。 

こ
れ
ま
で
の
経
過 

１ 広報施策 

（１）毎日（原則、開庁日）、Twitter 等の広報媒体により広く情報を発信。また、平

成 28年 12月から Instagramを開始 

（２）これまで、地域広報活動において、水道のおいしさを実感していただく方法とし

て、水道水と市販ミネラルウォーターの飲み比べを行ってきたが、可動型水飲栓を

活用した試飲及びマイボトル等による日常的な水道水飲用を訴求する広報を積極

的に行うため、水道水の試飲による広報を原則とした。 

２ 水道キャラバン 

（１）平成 25 年度から、学校向けの水道キャラバンに加え、乳幼児を子育て中の親世

代を主な対象とした地域向けの水道キャラバンを、児童館等で実施。 

（２）平成 29 年度から、一般の方を対象とした地域向けの水道キャラバンを、区市町

主催の住民向け講座や防災訓練、局ＰＲ施設等で実施 

３ 広聴施策 

お客さまの声の施策への反映は、従来のお客さまの声活用委員会での報告に代わ

り、局自律点検・改革推進本部（平成 28年９月設置）にて報告していくこととした。 

現
在
の
進
行
状
況 

１ 広報施策 

可動型水飲栓を活用した試飲及びマイボトル等による日常的な水道水飲用を促進

する広報活動を積極的に行った。 

２ 水道キャラバン 

９月末までに、学校向けは 1,134校、地域向けは 170回実施した。 

３ 広聴施策 

９月に開催した局自律点検・改革推進本部で既に報告した案件を含めて 32 件の案

件報告があった。 

今
後
の
見
通
し 

１ 広報施策 

（１）引き続き、Twitter（原則、毎開庁日）、Instagram等の広報媒体により広く情報

を発信 

（２）外出機会が減る冬のイベントとして、１月から２月にＷＥＢイベントを実施 

２ 水道キャラバン 

学校向けは、10 月末までに計 1,256 校、地域向けは、11 月末までに計 233 回を実

施予定。 

３ 広聴施策 

  引き続き、お客さまから寄せられた声に対する改善策の実施に向け、適切に進行管

理し、その実施結果については、局自律点検・改革推進本部にて報告を行う。 

問い合わせ先 水道局 サービス推進部 サービス推進課 電話 03-5320-6326 

 


